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（１）事業の目的

・北海道横断自動車道は、黒松内町を起点とし、小樽市、夕張市、清水町、本別町等を経由して
根室市及び網走市へ至る延長約６９４ｋｍの高速自動車国道

・このうち足寄～北見は、高速ネットワークの拡充によるオホーツク圏と道央圏・十勝圏の連絡
機能の強化を図り、地域間交流の活性化、物流の効率化等の支援を目的とした、延長７９．０
ｋｍの事業

１．事業の概要

■位置図
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■事業概要図

足寄～北見
L=79.0km



（２）計画の概要

①起点 ‥‥北海道中川郡本別町西仙美利

終点 ‥‥北海道北見市北上

②計画延長‥‥７９．０ｋｍ

③幅員 ‥‥１２．０ｍ

④構造規格‥‥１種２級

⑤設計速度‥‥１００ｋｍ/ｈ

⑥車線 ‥‥暫定２車線

⑦事業主体‥‥北海道開発局

■横断図
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ほっかいどうきた み きたがみ

ほっかいどうなかがわ ほんべつ にしせん び り

（単位：ｍ）（暫定２車線）

昭和６３年度 整備計画

（北海道中川郡本別町

～北海道常呂郡訓子府町間）

平成 ３年度 整備計画

（北海道常呂郡訓子府町

～北見市間）

平成 ５年度 施行命令

（３）事業の経緯

１．事業の概要



（３）事業の経緯
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平成１５年度 抜本的見直し区間の設定

平成１５年度 整備計画の整備主体の変更（新直轄方式に切替）

平成１７年度 「抜本的見直し区間」について、「緊急に整備すべき区間」を設定

平成１７年度 用地補償着手

平成１８年度 工事着手

平成２０年度 事業再評価

平成２３年度 事業再評価

平成２６年度 事業再評価

平成２６年度 整備計画の変更

１．事業の概要



（３）事業の経緯
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１．事業の概要
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■周辺環境の変化

（１）事業を巡る社会情勢等の変化

２．事業の必要性等

写真：北海道開発局

写真：北海道開発局

写真：様似町

[高速交通ネットワークの整備]
・平成１５年 ６月 北海道横断自動車道 池田ＩＣ～足寄ＩＣ開通
・平成１５年 ６月 北海道横断自動車道 本別ＪＣＴ～本別ＩＣ開通
・平成１９年１０月 北海道横断自動車道 トマムＩＣ～十勝清水ＩＣ開通
・平成２１年１１月 北海道横断自動車道 本別ＩＣ～浦幌ＩＣ開通
・平成２５年 ３月 北見道路 北見西ＩＣ～北見東ＩＣ開通
・平成２５年１２月 北見道路 北見北上ＩＣ、北見川東ＩＣ追加ＩＣ開通
・平成２７年 ３月 北海道横断自動車道 浦幌ＩＣ～白糠ＩＣ開通
・平成２７年１１月 北海道横断自動車道 訓子府ＩＣ～北見西ＩＣ開通
・平成２８年 ３月 北海道横断自動車道 白糠ＩＣ～阿寒ＩＣ開通
・平成２８年 ３月 釧路外環状道路 釧路西ＩＣ～釧路東ＩＣ開通
・平成２９年１０月 北海道横断自動車道 陸別小利別～訓子府ＩＣ開通

[市町村合併の状況] 
・平成１７年１０月 釧路市、阿寒町及び音別町が合併し、釧路市が誕生
・平成１８年 ３月 北見市、端野町、留辺蘂町及び常呂町が合併し、北見市が誕生
・平成１８年 ３月 女満別町及び東藻琴町が合併し、大空町が誕生

[公共交通の状況] 
・平成１８年 ４月 ふるさと銀河線（池田～北見間）廃線

[その他]
・平成２１年 ５月 シーニックバイウェイ北海道

「十勝シーニックバイウェイ 十勝平野・山麓ルート」指定 5



（１）事業を巡る社会情勢等の変化

２．事業の必要性等

■周辺環境の変化
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平成１８年３月
北見市、端野町、
留辺蘂町、常呂町
が合併

平成１７年１０月
釧路市、阿寒町、音別町が合併

北見道路
平成２５年 ３月
北見西IC～北見東IC開通
平成２５年１２月
北見北上IC、北見川東IC
追加IC開通

写真：網走開発建設部

釧路外環状道路
平成２８年３月
釧路西IC～釧路東IC開通

写真：釧路開発建設部

至 紋別市

至

根
室
市

至

根
室
市

至

斜
里
町

道の駅
「あしょろ銀河ホール21」
平成１６年８月開業

写真：帯広開発建設部

平成１８年３月
女満別町、東藻琴町が合併

至

札
幌
市

北海道横断自動車道
平成１５年６月
池田IC～足寄IC・
本別JCT～本別IC開通
平成１９年１０月
トマムIC～十勝清水IC開通

写真：釧路開発建設部

平成２１年１１月
本別IC～浦幌IC開通
平成２７年３月
浦幌IC～白糠IC開通
平成２８年３月
白糠IC～阿寒IC開通

北海道横断自動車道
平成２７年１１月
訓子府IC～北見西IC開通
平成２９年１０月
陸別小利別～訓子府IC開通

写真：網走開発建設部



146分

136分

123分

172分

158分

136分

（２）事業の整備効果（主要都市間の利便性向上）

・当該事業は、北海道横断自動車道の一部を構成し、主要都市である帯広市と北見市の連絡機能
を強化

・当該道路の整備により、帯広市と北見市間の所要時間が夏期で２３分（冬期は３６分）短縮し、
地域住民の利便性向上及び地域間交流の活性化が期待

■地方生活中心都市の状況

算出根拠：H22調査（夏期）、H17調査（冬期）

北見市
人口：123,227人(H25.3.31)
学校：74校(H21)
公共施設：23か所(H21)
医療施設：136施設(H23)
社会福祉施設：78か所(H21)

帯広市
人口：168,205人（H25.3.31）
学校：75校(H21)
公共施設：3か所(H21)
医療施設：221施設(H23)
社会福祉施設：58か所(H21)

【中心都市データ凡例】
人口：（H25.3）住民基本台帳
学校：（H21）北海道市町村勢要覧
公共施設：（H21）北海道市町村勢要覧
医療施設：（H23）北海道保健統計年報
社会福祉施設：（H21）北海道市町村勢要覧

【北海道の高規格幹線道路網の計画】

資料：北海道開発局

２．事業の必要性等

【北見市～帯広市間の所要時間の変化】

7

【オホーツク圏と十勝圏の市町人口】

北見市

41.0%

網走市

12.7%

紋別市

8.0%

遠軽町

7.2%

美幌町

7.0%

その他

24.1%

オホーツク
総人口

300,569人

帯広市

48.1%

音更町

13.0%

幕別町

7.9%

芽室町

5.5%

清水町

2.9%

その他

22.6%

十勝

総人口
349,547人

北見市はオホーツク圏
人口の約４割が集中

帯広市は十勝圏人口の
約５割が集中

資料：H25.3.31 住民基本台帳

①現道利用
夏期

冬期

２３分短縮

１０分短縮

１４分
短縮

夏期

冬期

夏期

冬期
３６分
短縮

②北見西IC～
陸別小利別
を整備

③当面着工
しない区間
を整備



（２）事業の整備効果（救急搬送の安定性向上）

・当該事業周辺地域の主な救急搬送先は三次医療施設の北見赤十字病院及び帯広厚生病院を始め、
高次医療施設がある北見市及び帯広市に集中

・特に陸別町では、年間の搬送件数の約４割に当たる３７件が、医療圏域を超えた北見市に搬送
されているが、搬送ルートとなる国道２４２号は、急カーブ(７か所)や急勾配区間(約９km)が
多く、揺れや振動による患者への負担が大きいため、速達性及び安定性の高い搬送ルートの確
保が課題

・当該道路の整備により、速達性及び安定性の高い救急搬送ルートが確保され、陸別町から北見
赤十字病院（第３次医療施設）までの所要時間が夏期で１４分（冬期は２０分）短縮されるな
ど、救急搬送の安定性向上が期待
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■地域の声 （H26.3陸別消防署）
・現道は、アップダウンやカーブが多く、冬期
には路面状況も悪いです。カーブ・信号によ
る加減速や、段差による振動は、患者に負
担となるため、現道を利用した救急搬送は、
走行性が悪いです。一定の速度での走行が
可能で、カーブ等のない道路環境が理想で
すので、陸別町区間が供用すれば利用しま
す。

【並行国道242号の線形不良区間】

0.0% 2.5% 5.0% 7.5% 10.0% 12.5%

急カーブ

急勾配

資料：帯広開発建設部、網走開発建設部

10.1％

4.7％ （7箇所）

（8.5km）

総延長約８４kmのうち、
約１０％は急勾配区間
カーブ１４８か所のうち、
約５％は急カーブ

【陸別町の救急搬送件数】

陸別町内

50.8%北見市

39.0%

帯広市

7.9%

その他市

町村

1.9%

不明・不

搬送

0.4%

陸別町の
救急搬送件数

558件

資料：帯広開発建設部(H16～H24)

【陸別町－北見赤十字病院間のアクセス時間】

＜夏期＞

約４割は
北見市に依存

２．事業の必要性等

■周辺地域における救急搬送状況

帯広厚生病院
※十勝の３次医療施設

●診療科目数：２０科
●病 床 数：７４８床
●医 師 数：１４５人

北見赤十字病院
※オホーツクの３次医療施設

●診療科目数：２０科
●病 床 数：６８０床
●医 師 数：９４人

オホーツク圏
（第三次医療圏）

十勝圏
（第三次医療圏）

北見市へ
３７件

うち内約４割が
脳神経外科

帯広市へ
１０件

資料：消防ヒアリング（H24年度）
北見赤十字病院ＨＰ（H25）
帯広厚生病院HP（H25）

足寄町へ
４件

本別町へ
１件

資料：帯広開発建設部

＜冬期＞

現道利用

陸別町区間を整備

北見西IC～
陸別小利別を整備

現道利用

陸別町区間を整備

北見西IC～
陸別小利別を整備



貨物車による

人身事故

２５件

カーブ・隘路

40.0%

(10件)
その他

60.0%

(15件)

25件/10年

707千ｔ

（33.1%）

374千ｔ

（38.8%）

1,229千ｔ

（57.5%）

275千ｔ

（28.6%）

200千ｔ

（9.4%）

315千ｔ

（32.6%）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ばれいしょ

たまねぎ

オホーツク計 その他道内 道外

216分

206分

193分

274分

260分

238分

（２）事業の整備効果（農産品の流通利便性向上）

・オホーツク圏産のばれいしょ及びたまねぎの収穫量は、全国の約３～４割を占め、トラックや
鉄道を利用して、苫小牧港又は十勝港から全国各地へ出荷。しかし、輸送ルートである国道２
４２号では、過去１０年間で２５件の貨物車による人身事故が発生。そのうち４割がカーブ区
間又は隘路で発生していることから、速達性及び安全性の高い輸送ルートの確保が課題。

・当該道路の整備により、速達性及び安全性の高いルートが確保され、北見市から苫小牧港又は
十勝港までの所要時間が夏期で２３分(冬期は３６分)短縮されるなど、農産品(ばれいしょ
５９．６千ｔ/年、たまねぎ３５．６千ｔ/年)の流通利便性向上が期待
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■地域の声 （H25.10 きたみらい農業協同組合職員）
・北見～足寄間は、輸送時間が掛かるため、早急に事業を進めてもらいたいです。北見
～足寄がつながれば、時間短縮が図られ、苫小牧方面へ向かう際、十勝経由の方が有
利になる可能性があります。特に青物などの軟弱野菜には、効果が大きいと思います。

【ばれいしょ・たまねぎ収穫量の全国シェア】

【国道242号の貨物車による
人身事故の割合】

資料：イタルダデータ(H14～23年)

カーブ・
隘路区間で
４割

全国の約３割

全国の約４割

資料：H24作物統計（農林水産省）

算出根拠：H22調査（夏期）、H17調査（冬期）

２．事業の必要性等

■ばれいしょ、たまねぎの輸送ルート

横断道方面を利用し、
苫小牧港へ

たまねぎ35.6千t/年
ばれいしょ9.0千t/年

出荷

横断道方面を利用し、
十勝港へ
ばれいしょ

50.6千t/年出荷

資料：オホーツク管内JAヒアリング（H23実績値）

【北見市～十勝港間の所要時間変化】

２３分短縮

１０分短縮

１４分
短縮

３６分
短縮

夏期

冬期

夏期

冬期

夏期

冬期

①現道利用

②北見西IC～
陸別小利別
を整備

③当面着工
しない区間
を整備



（２）事業の整備効果（十勝産飼料の流通利便性向上）

■H24とかち飼料㈱の出荷状況
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・平成２３年４月に稼動した、とかち飼料コンビナート等の効果により、十勝港における飼料関
連の取扱量が増加。輸送ルートである国道２４２号は、過去１０年間で２５件の貨物車による
人身事故が発生しており、そのうち４割が、カーブ区間又は隘路で発生していることから、速
達性及び安全性の高い輸送ルートの確保が求められている。

・当該道路の整備により、速達性の高いルートが確保され、十勝産飼料のオホーツク地域等への
出荷の拡大等が期待

資料：十勝港の概要 ※H25は速報値

【十勝港の輸移入貨物取扱内訳】

２．事業の必要性等

【オホーツク管内における
年間出荷量の変化】

【H23】
6,950t
【H23】
6,950t

【H23】
11,860t
【H23】
11,860t

【H23】
89,125t
【H23】
89,125t

【H23】
159,510t
【H23】

159,510t

釧路
【H24】

109,026t

釧路
【H24】

109,026t

十勝
【H24】

195,127t

十勝
【H24】

195,127t

石狩
【H24】
8,502t

石狩
【H24】
8,502t

日高
【H24】
14,508t

日高
【H24】
14,508t

十勝港

資料：とかち飼料(株)

北海道横断自動車道
足寄－北見間の整備
によりオホーツクへの
出荷拡大の可能性有

【H23】
88,500t
【H23】
88,500t オホーツク

【H24】
108,261t

オホーツク
【H24】

108,261t

■地域の声（物流事業者ヒアリング結果より）
・十勝地域の家畜の飼養頭数は、紋別地域の飼養頭数に比べて約10倍とかなり多く、
十勝にある飼料工場のほうが、安くて品質の良い飼料を生産している実態がある。

・紋別において取り扱っている十勝地域の飼料工場としては、㈱第一飼料（帯広市）、
タイセイ飼料㈱（音更町）等が挙げられる。これら飼料を利用して生産された牛は、非
常に質の良い肉ができると評判である。ただし、十勝から紋別までは距離も長く、な
かなか客先の満足に沿うことができない事情があった。

・とかち飼料の飼料は、非常に価格が安いため人気となっているが、紋別では現在で
は取り扱っていない。とかち飼料の飼料に切替えたいという声はよく聞くが、十勝港ま
では非常に距離が遠いため、簡単には切替えができない。
・現在、音更等の十勝地域まで、飼料の引き取りに月1・2回程度であるが、トラックが

走っている。足寄－北見間の高規格幹線道路が開通すれば、今後新たな営業展開
ができると考えている。

【H23】
11,915t
【H23】
11,915t

上川
【H24】
14,576t

上川
【H24】
14,576t
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H18.4)

（２）事業の整備効果（日常活動圏中心都市への利便性向上）

・当該事業周辺地域では、北見市及び帯広市への日常生活での依存度が高く、特に陸別町は、買物
の約６割、通院の約３割が圏域を跨いだ北見市に依存

・平成１８年に「ふるさと銀河線」が廃止され、都市間の移動が路線バスに転換されたことにより、
陸別町から北見市や帯広市への移動時間が１.３倍に増加。また、日常生活の移動は、自動車交
通に頼らざるを得ない状況にあり、速達性及び安定性の高いルートの確保が求められている。

・当該道路の整備により、速達性及び安定性の高いルートが確保され、北見市及び帯広市への所要
時間が短縮し、日常活動圏中心都市への利便性向上が期待

■買物・通院の状況
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■地域の声（H26.3陸別町役場職員）
・冬期間北見市への道路は、吹き溜まりやアイスバーンが発生し、カーブも多く
危険だが、足寄～北見が整備されることで安全性が向上すると思います。

・ふるさと銀河線廃止後の代替バスは便数が少なく、移動に時間が掛かる。足寄
～北見の整備により、移動時間の短縮が期待されます。

【陸別町-北見市間の
所要時間】

【陸別町-帯広市間の
所要時間】

93分

73分

0分 20分 40分 60分 80分 100分

)

ふるさと

H18.4)

１.３倍 １.３倍

【陸別町の買物先の変化】

資料：ふるさと銀河線H18.4時刻表、北見バスH25.4時刻表、十勝バスH25.5時刻表

【陸別町-北見市間の所要時間】 【陸別町-帯広市間の所要時間】

資料：北海道広域商圏動向調査報告書

算出根拠：H22調査（夏期）、H17調査（冬期）

【全国・全道・陸別町の乗用車保有率の推移】

0.44
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用
車
保
有
率

ふるさと銀河線廃止(H18.4)

廃線後、陸別町では増加 全国、全道は
概ね横ばい

２．事業の必要性等

４０分も
増加

隣接振興局の
北見市へ買物の
約６割を依存

資料：H18患者受療動向調査表（保健者）通院資料：H21北海道広域商圏動向調査報告書

【買物】

76.8％
(2,645人)

81.0％
(4,622人)

購買率

(購買人数)

51.6％
(4,105人)

10.1％
(282人)

3.7％
(103人)

十 勝

0.2％
(16人)

【通院】

60.7％
(1,694人)

0.6％
(48人)

依存率

(通院者数)

71.8％
(1,833人)

0.6％
(21人)

5.3％
(64人)

32.5％
(1,173人)

50.8％
(807人)

28.0％
338人

8.0％
(97人) 0.6％

(21人)

オホーツク オホーツク

十 勝

振興局を
跨いで北見へ
約３割が通院

バス
（H18.4～）

ふるさと
銀河線
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銀河線

（～H18.4）
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①現道利用

②北見西IC～
陸別小利別
を整備

③当面着工
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を整備

①現道利用

②北見西IC～
陸別小利別
を整備

③当面着工
しない区間
を整備



（２）事業の整備効果（観光地への利便性向上）

・オホーツク地域では、冬期間において流氷観光などを目的とした観光客が多く訪れており、道
央自動車道が雪害により通行止めとなった場合には、道東自動車道を代替ルートとして利用

・当該道路の整備により、速達性及び確実性の高いルートが確保され、道東観光の主要ルートと
して、知床五湖、オホーツク流氷館等へのアクセス性向上が期待

12

■地域の声（大手旅行会社ヒアリング結果より）
・道央自動車道が通行止めになった場合には、道東自動車道にルートを変更して網
走に向かっている。

・道東自動車道のおかげで、通常よりは遅れますが、長時間に至らないため、代替
ルートとしての良さを感じており、非常に助かっている。

・道央自動車道の通行止めも頻発しているため、雪が少ない十勝地方を経由する道
東自動車道の方が、特に冬場は有効に利用できるかもしれない。

・今後、足寄～北見間がつながるのであれば、冬場などは、基本ルートを道東自動車
道経由に変更することも十分に考えられる。

【新千歳空港から網走市までの所要時間】

■オホーツク流氷観光アクセスルート

約４８分
短縮

資料：H22調査

２．事業の必要性等

資料：大手旅行会社ヒアリング、網走市観光協会HP

冬期の雪害リスク

道東自動車道

足寄～北見間の
高規格道路整備により・・・

長時間の遅延を伴わない
代替ルートとして有用

通行止め時の代替ルートから
冬期の通常ルートへ
設定される可能性有

オホーツク地方

道央自動車道での
通行止発生

オホーツク流氷観光
通常ルート

道央道通行止め時
代替ルート

主要観光地



オホーツクは峠に囲まれ、通行規制
区間も多い。冬期はオホーツク海の
結氷もあり陸路が重要な移動手段。

大規模地震時に津波により
浸水するオホーツク海沿岸
市町への支援ルートを形成

資料：「H22津波シミュレーション及び被害想定調査業務(オホーツク海沿岸)報告書」、
H22調査

津波により浸水天北峠
1,031台/日

浮島峠
985台/日

北見峠
81台/日

石北峠
3,457台/日

池北峠
571台/日

釧北峠
3,193台/日

美幌峠
1,395台/日 野上峠

1,224台/日

根北峠
673台/日

知床峠
1,076台/日

（２）事業の整備効果（災害時の緊急輸送ルートの強化）

・オホーツク地域は、大規模地震による沿岸部津波被災、暴風雪災害等による被害が想定されてい
る。道東地域では、災害時の円滑な相互連携を図るため「道東６市防災協定」を締結しており、
広域的な災害対策活動を展開することが必要となるが、冬期は、オホーツク海の結氷により海路
が利用できない状況となることから、内陸部の迅速性及び確実性の高いルートの確保が重要

・当該道路の整備により、内陸部の道路網が強化され、道路ネットワークの多重性が確保されるこ
とで、被災した地域などからの迅速な救急搬送や、救援物資等の輸送の確実性向上が期待

■津波災害時における広域的な災害対策活動の展開
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資料：NIED（独立行政法人 防災科学技術研究所）

【３０年以内に震度６弱以上の揺れに
見舞われる確率の分布図】

オホーツク内は斜里町
付近での発生確率が高い

【帯広～北見、釧路～北見間の
所要時間】

資料： H22調査

約23分短縮

約72分短縮

２．事業の必要性等

出典：北海道地区 道路情報(H25.3.2 23:55現在)

【Ｈ２５年３月網走管内暴風雪災害時の通行止め状況】

管内東部の
国道･道道が
全て通行止めに

雌阿寒岳

北見市

帯広市

釧路市

特殊通行
規制区間



（２）事業の整備効果（ＣＯ２排出量の削減）

・ＣＯ２排出量は、整備なしでは２，５１２，３５６（ｔ-ＣＯ２／年）
・当該道路の整備により２，５０８，５４０（ｔ-ＣＯ２／年）となり、整備されない場合に比べ、
３，８１６（ｔ-ＣＯ２／年）の削減が見込まれる。

※対象地域：オホーツク総合振興局、上川総合振興局、十勝総合振興局、釧路総合振興局、根室振興局

※平成42年将来交通量推計を基に算出

※森林のＣＯ２吸収量は１０．６ｔ-ＣＯ２/ｈａ・年として試算

資料：『土地利用、土地利用変化及び林業に関するグッド・プラクティス・ガイダンス（優良手法指針）』

※札幌ドーム面積は建築面積５．５ｈａを使用し換算

ＣＯ２削減量

３，８１６ｔ-ＣＯ２/年

森林換算

約 ３６０ｈａ

（札幌ドーム約６５個分に相当）

14

２．事業の必要性等



（３）事業の投資効果（費用便益分析 -事業全体- ）

基本条件

注1）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

注2）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。

注3）便益の算定については、「将来交通需要推計手法の改善について【中間とりまとめ】」に示された第二段階の改善を反映している。

便益(B)

走行時間

短縮便益

走行経費

減少便益

交通事故

減少便益
総便益 費用便益比

（B/C）

経済的

内部収益率

（EIRR）８８９億円 １７７億円 ６９億円 １，１３４億円

費用(C)
事業費 維持管理費 総費用

１．１ ４．５％
９０３億円 １２８億円 １，０３１億円

全体事業費 計画交通量（台／日） 基準年

１，０７２億円 ３，７００～４，７００ 平成２６年度

費用便益分析

感度分析

変動要因 基準値 変動ケース 費用便益比 （B/C）

交通量 ３，７００～４，７００ ±１０％ １．００３～１．３

事業費 １，００５億円 ±１０％ １．１～１．２

事業期間 ２０年 ±２年 １．０３～１．２

２．事業の必要性等
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（３）事業の投資効果（費用便益分析 –残事業- ）

基本条件

注1）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

注2）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。

注3）便益の算定については、「将来交通需要推計手法の改善について【中間とりまとめ】」に示された第二段階の改善を反映している。

費用便益分析

感度分析

全体事業費 計画交通量（台／日） 基準年

１，０７２億円 ３，７００～４，７００ 平成２６年度

便益(B)

走行時間

短縮便益

走行経費

減少便益

交通事故

減少便益
総便益 費用便益比

（B/C）

経済的

内部収益率

（EIRR）８８９億円 １７７億円 ６９億円 １，１３４億円

費用(C)
事業費 維持管理費 総費用

１．６ ６．３％
５９９億円 １２８億円 ７２７億円

変動要因 基準値 変動ケース 費用便益比 （B/C）

交通量 ３，７００～４，７００ ±１０％ １．４～１．８

事業費 ５９９億円 ±１０％ １．５～１．７

事業期間 ９年 ±２年 １．４～１．７

２．事業の必要性等
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・当該事業は、平成１５年度に事業化、平成１８年度に工事着手
・用地進捗率６１％（６５％）、事業進捗率５８％
・引き続き、早期開通に向けて事業を進めます。

※用地進捗率及び事業進捗率は、平成２９年度北海道に
おける事業計画（Ｈ２９年４月）ベース。

※用地進捗率は面積ベース
（ ）内は用地補償費投入ベース
（Ｈ２９年３月末時点）

３．事業進捗の見込み
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期成会等名称 会長等 主な構成メンバー 要望内容

オホーツク圏活性

化期成会
北見市長

網走市、紋別市、置戸町、清里町、美幌

町、津別町、斜里町、小清水町、訓子府

町、佐呂間町、遠軽町、湧別町、滝上町、

興部町、西興部村、雄武町、大空町及び

北見市の首長並びに議会議長

物流の効率化、空港・港湾等物流拠点へのアクセス向上、災害時の道路

ネットワークの強化、救急医療への貢献、観光産業の振興、地域間交流の

活発化などを進めるため、北海道横断自動車道(網走線)の早期全線整備を

要望

オホーツクの道を

考える会
長谷川 豊 氏

網走商工会議所、北海道オホーツク管内

商工会連合会、留辺蘂商工会議所、美

幌商工会議所、陸別町商工会、訓子府

町商工会、置戸町商工会、北見商工会

議所等全81団体

世界水準の周遊観光の形成、農業施設の新設又は設備増強による競争力

強化等の地域活性化の取組効果を発揮するため、オホーツク圏と十勝圏及

び釧路圏をつなぐ高規格幹線道路が必要不可欠。オホーツク地域全体の

発展のため、「防災」「医療」「物流」「観光」その他全ての分野において、長

期的に効果を発現し、地域の将来を支え続ける北海道横断自動車道（網走

線）の早期整備を要望

東北海道商工会議

所連絡協議会

帯広商工会議

所会頭

帯広商工会議所、釧路商工会議所、北

見商工会議所、網走商工会議所、根室

商工会議所、紋別商工会議所、遠軽商

工会議所、美幌商工会議所及び留辺蘂

商工会議所

北海道横断自動車道は、点在する道東の中核都市を効果的に結びつけ、

道東と道央を直結させる大動脈として地域の産業・経済の発展、円滑な物

流、観光振興などあらゆる面で多大な効果をもたらすことが期待されており、

交通ネットワークは全線が開通することにより、本来の目的が達成されるこ

とから、早期完成を強く要望

北海道横断自動車

道北見地区早期建

設促進期成会

北見市長

北見市、本別町、足寄町、池田町、陸別

町、置戸町及び訓子府町の首長並びに

議会議長

オホーツク地域では、高規格幹線道路の整備と一体となって目指していく地

域の将来像や取組をまとめた「オホーツク地域連携強化計画」を策定し、生

産量増加・品質向上、加工・輸送の効率化、観光の拠点ネットワークの整備、

外国人観光客の受入れ環境の整備等の取組を推進。本計画は、高規格幹

線道路と相まって初めて効果を発揮するもので、目標を達成するためには

北海道横断自動車道の整備は必要不可欠であり、早期整備を要望

北海道横断自動車

道北見・網走間建

設促進期成会

網走市長

網走市、北見市、美幌町、斜里町、清里

町、小清水町、津別町及び大空町の首

長

４．関係する地方公共団体等の意見
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期成会等名称 会長等 主な構成メンバー 要望内容

北海道横断自動車

道早期建設促進期

成会

釧路市長

釧路市、帯広市、北見市、夕張市、千歳

市、恵庭市、本別町、音更町、芽室町、

訓子府町、白糠町、池田町、浦幌町、む

かわ町、新得町、清水町、安平町、陸別

町、足寄町及び占冠村の首長

本路線の整備によるストック効果について延伸されるたびに観光入込客数

の増加が報告されており、今後の釧路市及び北見市への延伸による地域

経済への波及効果に大きな期待が寄せられている。また、地域では開通効

果を地域の活性化及び持続的な発展に結び付けていくための様々な事業

を展開し、早期完成を期待していることから、全線の早期完成を要望

北海道横断自動車

道十勝地区早期建

設促進期成会

帯広市長

帯広市、本別町、陸別町、足寄町、音更

町、芽室町、浦幌町、新得町、幕別町、

清水町及び池田町の首長 全線早期完成

北海道横断自動車道 足寄～北見間

当面着工しない区間の早期事業着手

北海道横断自動車道 足寄～陸別間

高規格幹線道路

帯広・広尾自動車

道早期建設促進期

成会

帯広市長
帯広市、広尾町、音更町、中札内村、大
樹町、芽室町、更別村及び幕別町の首
長、議会議長等

北海道十勝圏活性

化推進期成会
髙橋正夫 氏

帯広市長、音更町長、士幌町長、上士幌

町長、鹿追町長、新得町長、清水町長、

芽室町長、中札内村長、更別村長、大樹

町長、広尾町長、幕別町長、池田町長、

豊頃町長、本別町長、足寄町長、陸別町

長、浦幌町長、十勝地区農業協同組合

長会会長、十勝地区森林組合振興会会

長、十勝管内漁業協同組合長会会長、

帯広商工会議所会頭及び北海道十勝管

内商工会連合会会長

都道府県で全国7番目の岐阜県よりも広い十勝圏において、足寄～訓子府

間等が早期開通することで、これまで整備された区間も一層活用され、十勝

圏の更なる発展に寄与することから、北海道横断自動車道足寄～北見間の

全線早期完成及び当面着工しない区間(足寄～陸別間)の早期事業着手を

要望

４．関係する地方公共団体等の意見
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期成会等名称 会長等 主な構成メンバー 要望内容

とかち商工会産業

振興会議

北海道十勝管内商工会連合会及び帯広

商工会議所

広域分散型の地域構造が顕著な十勝圏においては、住民移動の利便性向

上、農畜産業の効率化支援、緊急搬送への対応、大規模災害時の対応等

の様々な観点から高規格幹線道路ネットワークの整備が必要不可欠。北海

道横断自動車道等の早期整備に向け、計画的かつ確実に進められるよう

強く要望

帯広商工会議所 会頭

日本最大の食料基地としての役割が期待される十勝は、今後、地域の豊富

な資源・食材を活かした地域の活性化に向け、農業基盤や物流ルートの整

備が不可欠。地域の発展に欠かせない社会資本の整備促進を要望

北海道、北海道市

長会、北海道町村

会、北海道高速道

路建設促進期成会、

北海道道路利用者

会議、北海道道路

整備促進協会

北海道知事等 北海道等

高規格幹線道路ネットワークの形成により、「広域観光周遊ルート」及び「強

靭な物流ネットワーク」が拡充され、更なる経済効果の波及に貢献。着手し

ている区間の早期開通はもとより、未着手区間について、早期にその着手

を決定すること。

４．関係する地方公共団体等の意見
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◯北海道からの意見

北海道知事からの意見

高速ネットワークの拡充によるオホーツク圏と道央・十勝・釧路圏の連絡強化により、地域間交流の活性化や物流の効率化が
図られるなど、道民生活の向上や経済・社会活動の活性化に寄与することから、当該事業の継続について異議はありません。
なお、事業の実施にあたっては、環境への影響を最小限にとどめ、徹底したコスト縮減を図り、これまで以上に効率的・効果

的な執行に努め、着手済み区間の早期完成を図るとともに、「当面着工しない区間（足寄～陸別町陸別）」にも早期に着手する
ようお願いいたします。



項目 細目
内容

事業全体 残事業

費用便益比（Ｂ／Ｃ）
３便益によるＢ／Ｃ

・走行時間短縮 ・走行経費減少
・交通事故減少

Ｂ／Ｃ＝１．１ Ｂ／Ｃ＝１．６

地域の特殊性を
考慮した便益の検討

救急医療の改善効果 Ｂ＝３３億円（※） Ｂ＝３１億円（※）

余裕時間の短縮による効果 Ｂ＝３５億円（※） Ｂ＝３４億円（※）

便益試算値を考慮したＢ／Ｃ Ｂ／Ｃ＝１．２（※） Ｂ／Ｃ＝１．６（※）

事業の整備効果

活力

主要都市間の利便性向上
・帯広市と北見市間の所要時間が夏期で２３分（冬期は３６分）短縮し、地域住民の利便性向上や
地域間交流の活性化が期待

農産品の流通利便性向上
・北見市から苫小牧港及び十勝港までの所要時間が夏期で２３分（冬期は３６分）短縮されるなど、

農産品（ばれいしょ５９．６千t/年、たまねぎ３５．６千t/年）の流通利便性向上が期待

十勝産飼料の
流通利便性向上

・十勝産飼料のオホーツク地域等への出荷の拡大等が期待

日常活動圏中心都市への
利便性向上

・北見市や帯広市への所要時間が短縮し、日常活動圏中心都市への利便性向上が期待

観光地への利便性向上 ・道東観光の主要ルートとして知床五湖やオホーツク流氷館等へのアクセス性向上が期待

暮らし 救急搬送の安定性向上
・陸別町から北見赤十字病院（第３次医療施設）までの所要時間が夏期で１４分（冬期は２０分）短

縮されるなど、救急搬送の安定性向上が期待

安全
災害時の緊急輸送ルートの
強化

・内陸部の道路網が強化され道路ネットワークの多重性が確保されることで、被災した地域など
からの迅速な救急搬送や、救援物資等の輸送の確実性向上が期待

環境 CO2排出量の削減 ・自動車からのCO2排出量３，８１６（t-CO2/年）の削減が期待

事業進捗の見込み 事業の進捗状況 ・平成２９年４月時点で、用地進捗率６１％、事業進捗率５８％

（※）は、供用後５０年間の便益額として試算した参考値

・北海道横断自動車道 足寄～北見は、高速ネットワークの拡充によるオホーツク圏と道央圏・
十勝圏の連絡機能の強化を図り、地域間交流の活性化、物流の効率化等の支援に寄与する事業
と考えられる。

・事業の必要性、重要性に変化はなく、費用対効果等の投資効果も確保されているため、事業継
続とする。

５．対応方針（案）
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